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ハナナ品種「江月」における播種期及び植物生長調節物質が開花期に及ぼす影響

種谷光泰・青木孝一・神田美知枝
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ハナナ（B'tzss””αvaIもα”峰“""s）は、千葉県安

房地域における露地切り花の代表的な品目で、水田裏作

としても多く導入されている。ハナナは９月上旬～10月

中旬までに直播すれば、播種期に応じて11月下旬から２

～３月に順次開花する（横山、1988)。しかしながら、播

種期と開花期に関する具体的な報告は、寒咲きハナナ

（堀川、1994）や景観用ハナナ類（宇田・山中、2001）

の報告があるものの少なく、現在の切り花用主力品種

「江月」を用いた報告はみられない。「江月」は安房郡

鋸南町江月在住の馬賀忠幸氏育成の登録品種（第5861号、

平成９年12月５日）で、在来ナタネに属し、葉色や葉の

縮み具合が優れ、他品種に比べ市場評価が高い。ハナナ

の切り花としての需要期は、年末と桃の節句、春の彼岸

である。しかし、「江月」は中晩生種のため、一般的な

作型の９～10月播種の場合、年末の出荷には開花が間に

合わないことが多いため、開花を促進させる技術が求め

られている。

ハナナと同じアブラナ科のストック(MZz雌勿〃伽cα"α

R,BⅢ)では、植物生長調節物質のジベレリン(藤田、1989）

やジベレリン生合成阻害剤（久松、2001）を用いた開花

調節技術が検討され、現在では幼苗期にプロヘキサジオ

ンカルシウム塩を散布することで開花期を前進させる技

術が実用化されている。そこで、本研究では、ハナナ品

種「江月」の播種期と開花期の関係を明らかにし、植物

生長調節物質によるハナナの開花促進効果を検討した。

なお、本研究の実施に当たり、安房農業改良普及セン

ター（現、安房農林振興センター振興普及部）及び千葉

県農業総合研究センター暖地園芸研究所花き研究室の

方々には多大なるご協力をいただいた。また、植物生長

調節物質の使用に当たっては独立行政法人農業・生物系

特定産業技術研究機構花き研究所開花生理研究室長の西

島隆明博士にご助言をいただいた。ここに記して深く感

謝の意を表する。

2005年10月６日受理

Ⅱ材料及び方法

試験は、千葉県館山市の千葉県農業総合研究センター

暖地園芸研究所花き研究室露地圃場で行った。

１．播種期別開花期調査

試験は2003～2004年に実施した。供試品種は「江月」

（㈲タイヨー種苗）を用いた。試験規模は１区２㎡の無

反復とし、2003年８月１３日から2004年６月23日までの間、

1週間おきに播種日を変えた試験区を設けた。

１区当たり5．８９（約1000粒/㎡）の種子を散播し、種

子が隠れる程度に軽く覆土した。lOa当たり、基肥とし

て窒素、リン酸、加里を成分量でそれぞれ16kg，１６kg、

24kgを土壊混和し、追肥は行わなかった。

小花が1輪以上咲いた時点で開花とみなし、開花した

株は３～４日毎に地際部で採花し、採花日と採花本数を

調査した。それぞれの区において、最初の採花日から最

後の採花日までを開花期とした。採花した切り花は、各

区20本について、切り花長と節数を調査した。調査は

2004年８月13日までとした。

２．植物生長調節物質による開花促進効果

植物生長調節物質はプロヘキサジオンカルシウム塩

（商品名：ビビフルフロアブル、クミアイ化学工業㈱、

以下PCaとする）及びジベレリンＧＡ３（商品名：ジベレ

リン協和粉末、協和発酵工業㈱、以下ＧＡとする）を用い

た。

試験は2004～2005年に実施し、基肥を窒素、リン酸、

加里を成分量でいずれも15kg/lOaずつ土壌混和し、追肥

は行わなかった。供試品種は「江月」を用い、2004年９

月１日、８日、１５日、２２日の４回、ＩＴｆ当たり２．９９の種

子を散播した。

試験規模はｌ区１㎡の無反復とした。ＰCaでは
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１０ppm及び30ppm処理区、また、ＧＡでは50ppm、

100ppm及び200ppm処理区を設け、対照として植物生長

調節物質を散布しない区を設けた。処理方法は、2004年

10月22日及び11月２日の２回、ハンドスプレーで所定濃

度の溶液を各区lOOmlずつ茎葉全体に散布した。

ＰCaの処理効果の品種間差の有無を検討するため、早

生種の「黒川寒咲」（タキイ種苗㈱、以下黒川とする）を

前述の播種日に播種し、同様の処理日にPCalOppmを散

布した。また、晩生種の「金木花菜」（サカタのタネ

㈱、以下金木とする）を用いて、９月１５日及び９月２２

日播種でPCa30ppmを前述の処理日に散布した。

小花が１輪以上咲いた時点で開花とみなし、開花した

株は３～４日毎に地際部で採花し、採花日と採花本数を

調査した。１２月１３日～27日に採花した切り花重'09以上

の切り花について、切り花長と節数を調査した。調査は

2005年２月28日までとした。

Ⅲ 結 果

１．播種期が開花期及び切り花形質に及ぼす影響

播種期と開花期の関係を第１図に示した。2003年８月

１３日から９月10日に播種した区は、８月27日区を除き、

開花が始まったのは11月１４日であった。９月１７日から１０

月１５日に播種した区は、播種日が遅くなるにつれて開花

期も遅くなり、播種から開花までの期間は９～12週間を

要したが、年内に開花が始まった。１０月22日から12月2４
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第１図播種期と開花期の関係

注ｌ）採花本数の少ない区は天候不順による発芽不良の影審と考えられる。

２）５/26区については試験終了時までのデータによる。

３）６/２以降に播棚した区は試験終了時までに開花がみられなかったため、割愛した。
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日に播種した区は、翌年２月以降から開花が始まったが、

播種から開花までの期間は15～16週間で一定しており、

播種日が1週間遅くなると、開花も１週間遅くなった。

2004年１月７日から１月28日に播種した区は、いずれも

４月１２日から開花が始まった。２月４日から５月１９日に

播種した区は、播種日が遅くなるにつれて開花期も遅く

なったが、播種から開花までの期間は徐々に短くなり、

４月２１日以降に播種した区は、播種後5～6週間で開花が

始まった。５月26日播種区は、播種から開花までの期間

は10週間に伸びて８月６日から開花した。６月以降に播

種した区は、試験期間中に開花及び抽台がみられなかっ

た。

開花期の幅は、８月13日から10月１日に播種した区は、

14～19週間にばらついたが、その後に播種した区の開花
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播種日(月／日）

第２図播種期と切り花長の関係（2003～2004年）

注ｌ）図中の縦線は標準偏差を示す。

２）調査本数は原則20本、ただし２/１１区の調査本数は16本、３ﾉ３区の調査本数は18本、３/24区及び５/12区の調査本数は13本。

３）８/27区、１２ﾉ31区、２ﾉ25区、３ﾉ31区、５/５区及び６/２以降の区は調査可能な切り花が得られなかった。
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第３図播種期と節数の関係（2003～2004年）

注ｌ）図中の縦線は標率偏差を示す。

２）調盃本数は原則20本、ただし２/１１区の調在本数は16本、３ﾉ３区の調査本数は18本、３/21区及び５ﾉ１２区の調査本数は13本。

３）８/27区、１２/31区、２/25区、３ﾉ31区、５/５区及び６ﾉ２以降の区は調査可能な切り花が得られなかった。
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期の幅は徐々に短くなり、１１月１２日以降に播種した区は、

開花期の幅は4週間以内となった。１２月１７日から３月に

かけて播種した区は、開花期の幅は２週間以内であった。

播砿期と切り花長の関係を第２図に示した。１１月i９日

までに播樋した区は、播種日が遅くなるにつれて切り花

長は短くなる傾向があった。その後lljl26日から２月４

１:1にかけて播種した区は、増加傾向に砿じたが、２月１１日

以降に播種した区は、やや減少した。また、播種期と節

数の関係を第３図に示したが、１２月1711までに播種した

1Kでは、播種日が遅くなるにつれて節数が減少する傾向

が認められた。その後'２月2.1Ｈ以降の播種区は、わずか

に贈加し、２月以降の播種区は、１２節前後であった。

なお、暖地園芸研究所における試験期間中の旬別平均

気温の推移を第４図に示した。
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月別採花本数割合(％）
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第４図播種期別開花期調査試験時の旬別平均気温

注）暖地剛装研究所気象観測データより作成。

割合の前進化はほとんどみられなかった。一方、ＧＡ散

布区では月別採花本数割合の前進化が認められた。９)－１

１日播種陵の12月の採花本数割合は無処理区が12.7％に

対･して、GA50ppm散布区は32.0％、GAlOOl〕ｐｍ散布IＸ

は28.1％、GA200ppm散布区は36.8％に増加した。９月

８日播種区、９ｊ]151二1播種区、９月22日播種区でも、無

処理区に比較してＧＡ散布区の方が12月の採花本数割合

は増加しており、散布処理濃度は200ppm、100ppm、

２．植物生長調節物質による開花促進効果

捕物生長調節物質と散布処理濃度が開花期に及ぼす影

禅を明らかにするために、2004年９j､１１日～９月22日播

砿の「江月」における12月～翌年２月までの月別採花本

数割合を第５図に示した。ＰＣa散布区はいずれの播種期

でも10ppm、３０ppm共、無処理区に比べて月別採花本数

第５図ハナナ品樋「１ｍ」における播種期及び植物生長調節物質と散布処理濃度が開花期に及ぼす影禅
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第６間

ＧＡ散布処理が切り花長に及ぼす影縛を第８図に、節数

に及ぼす影響を第９図に示した(2()0ppm散布処理区と無

処理区のみを示した)。ＧＡ散布処理の有無で切り花長を

比較した結果、いずれの播種日、散布澱度においても統

計的な有意差は認められなかった。ＧＡ散布処理の有無

で節数を比較した結果、９月2211播砿の200ppm散布処

50ppmの順で12月の採花本数割合が増加する傾向がみら

れた。PCalOppm散布処理がハナナ品種「黒川」の開花

期に及ぼす影響を第６図に、PCa30ppm散布処理がハナ

ナ品種「金木」の開花期に及ぼす影響を第７間に示した。

両品種共、「江月」同様、無処理区と比較して月別採花本

数荊合の前進化はみられなかった。
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理区で、無処理区に比べて節数がやや減少した以外には、

統計的な有意差は認められなかった。

Ⅳ考察

１．「江月」の播種期別開花期

ハナナ品種「江月」は播種期を変えることで、開花期

も変えられることが明らかとなった。しかし、８月中旬

～９月上旬にかけて播種した区は、いずれも開花始めが

11月中旬からで、それよりも早い時期の開花はみられな

かった。また、６月以降に播種した場合も８月の試験終

了時点で抽台が確認できなかった。ナタネの仲間は、抽

台・開花に二つの生育相を経過する必要があり、第１相

では、低温条件下である期間を経過しなければならず、

第２相では長日条件と高温条件が必要である（志賀、

l977a)。在来ナタネの多くは平均気温が15℃以下の日

がｌか月以上続くと花芽が分化する（石田、2004）とい

う報告もある。試験開始時から2003年９月上旬まで及び

2004年６月以降の平均気温は20℃を超えており、花芽分

化に必要な低温遭遇が出来なかったためと考えられる。

試験結果から、「江月」は安房地域の露地栽培で播種期

を９月上旬から５月下旬まで変えることで、１１月中旬か

ら８月中旬まで播種期に応じて開花させることが可能と

考えられるが、１０月下旬～１月中旬播種区及び２月中旬

以降の播種区は切り花長が短く、市場出荷は難しい（安

房農業協同組合の出荷規格：階級LLの切り花長60ｃｍ）

と思われた。ナタネの総出葉数は第１花芽の始原体が分

化するときに決定され、高温な夏期に播かれると、低温

に遭遇しない期間が長いので、総出葉数は多くなるが、

遅播きになると、発芽後すぐ低温に遭遇するので、総出

葉数が少なくなることから（志賀、l977b)、今回、節数

が冬季に減少した点が理解できる。また、ナタネは低温

条件下では密植にしても節間伸長が少ないが、気温が高

くなると急速に節間を仲長させ抽台を開始する（志賀、

l977a)。１月下旬～２月上旬播種区では、節数が11節前

後と少ないにもかかわらず、切り花長が長くなった理由

は、開花期が気温の高い４月中旬～４４月下旬となり、

節間伸長が旺盛になったためと推察される。ハナナは到

花日数が短いと草丈が短く、貧弱な草姿になったという

報告（宇田・山中、1999）もあり、切り花としての品質

（切り花長）を満たすには低温遭遇までの期間もある程

度必要と考えられる。

「江月」の播種適期は、６０ｃｍ以上の切り花が多く得ら

れた９月上旬から10月中旬が良いと考えられる。その場

合の開花期は12月中旬から３月中旬である。

６

２．植物生長調節物質による開花促進効果

食用ナバナ類では、種子冷蔵処理（吉田、1974）や催

芽種子の低温処理（中田ら、1997）による収種期の前進

化技術が報告されているが、これらの技術を利用する場

合は低温庫が必要となる。移植栽培も行われる食用ナバ

ナ類とは違い、切り花用のハナナは、花茎の細さが要求

されるために露地畑へ種子を直播して密植栽培するのが

通常であるため、種子冷蔵処理した場合は、数多くの処

理作業が必要となる。また、低温処理した種子をそのま

ま播種した場合、欠株が発生する危険性も指摘されてい

る（山村、1995)。したがって、植物生長調節物質の散布

処理だけで開花調節が可能になれば、実用性は高い。

今回、ＰＣaについては３品種を供試したが、いずれの

品種でも開花促進効果が認められなかったことから、ハ

ナナに対しての開花調節は期待出来ない。一方、ＧＡに

ついては開花促進効果が認められた。久松(2001)はPCａ

によるストックの開花促進作用は、内生の活性型ジベレ

リンの不活性化機構が阻害されることで、植物体内の活

性型ジベレリン機度（GＡ１）が高まるためと推察してい

る。ハナナでは内生ジベレリン不活性化機構自体が存在

しないか、活性型ジベレリンの内生量自体が少ないため

に、ＰＣaによる開花促進効果がみられないのではないか。

ＧＡを散布して与えることで、花芽分化促進効果が生じ

たのは後者の可能性を示唆している。

ＧＡ散布処理区では９月１日～９月15日播種よりも22日

播種で、１２月までの採花本数割合が多くなった。ストッ

クにおいて、藤田（1995）はジベレリン処理で花芽形成

に必要な低い温度を代替するが、ジベレリンのみでは花

芽形成を誘導出来ないとし、久松（2001）は活性型ジベ

レリン含量が高くても花芽分化には至らず、低温により

感受性あるいは反応性がある程度発達した時点で活性型

ジベレリンに対する反応性が高まり、花芽分化が誘導さ

れることを示した。ハナナの花芽分化でもＧＡ処理に加

えて低温遭遇が必要であり、播種時期が早過ぎると効果

が低い可能性がある。

ＧＡの散布処理濃度は、試験の範囲では200ppmが優れ

ていた。実用化には、ＧＡの散布処理濃度や散布処理適

期を更に検討し、植物生長調節物質としてハナナヘの適

用拡大を図る必要がある。

Ｖ摘要

ハナナ品種「江月」における播種期及び植物生長調節

物質が開花期に及ぼす影響を検討した。

１．播種期が遅くなるにつれて開花期も遅くなった。８

月中旬～９月上旬の播種では、１１月中旬から開花が
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始まった。９月中旬～10月中旬の播種では、年内か

ら開花が始まった。１０月下旬～12月の播種では、２

月以降から開花が始まった。１月の播種では、４月

中旬から開花が始まった。２月～５月の播種では、

４～８月に開花が始まった。６月の播種では、８月

１３日までに開花しなかった。

２．開花期の幅は、８月中旬～10月上旬の播種では、１４

～19週間と長期であった。１０月中旬以降の播種では、

開花期の幅は徐々に短くなり、１１月中旬以降の播種

では、４週間以内であった。１２月中旬～３月の播種

では、２週間以内であった。

３．切り花品質の高い播種期は、９月上旬～10月中旬で

あった。その場合の開花期は12月中旬～３月中旬で

あった。

４．プロヘキサジオンカルシウム塩の散布処理では、開

花促進効果は認められなかったが、ジベレリン

（GA3)の散布処理では、９月播種で年内に開花する

割合が高まり、開花促進効果が認められた。ジベレ

リンの濃度は50～200ppmの範囲では、200ppmで最

も効果が高かった。
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EffectsoftheSeedingPeriodsandPlantGrowthRegulatorsontheFlowering

PeriodsofaHeldMustard(Ｈz"α"α)Cultivar

“Eduki”（Bmss加岬ａｖａ工α”蹴加"jjs)．

MitsuyasuT1ANEYA,KoichiAoKI,andMichieKANDA

Keywords：ル”α"α(fieldmustard),Ｅｔｊ"たｊ,seedingperiod,gibberellin,regulationofflowering

Sｕｍｍｑｒｙ

lnthisstudyｩweinvestigatedtheeffbctsoftheseedingperiodsandplantgrowthregulatorsonthe

floweringperiodsofafieldmustard伽"α"α)cultivar‘Eduki，（Bmss允α”αvar.α”“”"ﾉｉｓ)．

1．Astheseedingperiodwaslatel;floweringperiodalsogotlater・Whentheseedingperiodwasfrom

themiddleofAugusttothebeginningofSeptembe喝floweringstartedatthemiddleof

November､WhentheseedingperiodwasfromtheｍｉｄｄｌｅｏｆＳｅｐｔｅｍｂｅｒｔｏｔｈｅｍｉｄｄｌｅｏｆOctober，

floweringstartedbefbretheendoftheyear・WhentheseedingperiodwasfromtheendofOctober

toDecembenfloweringstartedinandafterFebruarybWhentheseedingperiodwasinJanuaryゥ

floweringstartedatthemiddleofApriLWhentheseedingperiodwasfromFebruarytoMayう

floweringstartedfromApriltoAugust・ＷｈｅｎｔｈｅｓｅedingperiodwasinJune，floweringwasnot

observedbefbreAugust１３．

２．WhentheseedingperiodwasfromthemiddleofAugusttothebeginningofOctober,theflowering

periodwasthelongestandfbrl4-19weeks・Whentheseedingperiodwasafterthemiddleof

Octoberandgotlate]qthefloweringperiodgotshorteraccordinglybWhentheseedingperiodwas

afterthemiddleofNovember,thefloweringperiodwaslessthan4weeks・Whentheseedingperiod

wasfi･omthemiddleofDecembertoMarch,thefloweringperiodwaslessthan2weeks、

3．Itwasconcludedthatinordertoproducehigh･qualityfi･esh-cutflowerstheseedingperiodshould

befromthebeginningofSeptembertothemiddleofOctoberｳwiththefloweringperiodfromthe

middleofDecembertothemiddleofMarch、

4．Whiletheapplicationsofprohexadione-calciumdidnotpromoteflowering，theapplicationof

gibberellin（GA3）acceleratedfloweringandespeciallytheseedinginSeptemberincreasedthe

floweringratebefbretheendoftheyearLTheeffbctwasthemostsignificantat200ppmwithinthe

rangeof50-200ppmofgibberellinconcentration．

８


